
 

 

平成 30 年度啓発学習事業 （第３回相談員研修）                平成 30 年 9月 28 日 

事 業 報 告 書  
第３回相談員研修 「改めて考える子どもの人権 ～子どもと沖縄の未来のために～」 

日時  平成 30年９月１３日（木）1４:00～1６:00 

目的 

  2016年、沖縄の子どもたちが置かれている貧困等の深刻な状況がクローズアップされ、

｢こどもの未来県民運動｣等、県をあげての施策がスタートした。 

同年に民間子どもシェルターを立ち上げた講師と共に、２年経過した現時点で改善されたこ

と、足りていないこと、 新しく見えてきた課題などを、沖縄がおかれる社会的背景を踏まえな

がら確認すると共に、改めて「子どもの人権」を考えることで相談員の資質向上、延いてはよ

り充実した社会資源づくりを目指すもの。   

対象 男女共同参画関係機関相談員及び、県・市町村・支援機関の相談業務に携わる方、関心のある方 

主催 沖縄県・公益財団法人おきなわ女性財団 

講師 美ら島法律事務所 弁護士 横江 崇氏                     

会場 沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」１Ｆ ホール 

定員 100名 （ 申込者数： ８４名 ） 

参加者 78名 （ 女性 65名 ・ 男性 13名 ） 

講 

演 

内 

容 

（概要） 

講師は、「人権」「２年間の振り返り」という２つのテーマで講演を行った。 

【人権】 

・｢人権｣は抽象的でわかりにくいものであるが、今一度振り返り、現場に持ち帰って欲しい。 

・人権とは誰もが生まれながらに持っている、安心して、安全に、自由に、幸せに生きる権利 

・人権の基本は｢自由｣であり、自由を踏みにじるのは国家。憲法は国を拘束するもの。これが｢立

憲主義｣であるが誤解されることが多い。 

・子どもの権利は｢児童の権利に関する条約（1994年批准）｣に基づき決定・実効されるべきも

の。特に大切なのは｢意見表明権｣であるが、意識しないと守ることが難しい。 

・人権は｢公共の福祉｣による制約を受けるものであるが、制約を受ける場合はその規制目的が正

当であるか否かを考えなければならない。学校での｢服装｣｢頭髪｣｢所持制限と所持品検査｣など

｢決まりは決まり｣となってはいないか。 

【この２年間の振り返り】 

・沖縄は過去からの圧倒的なハンディのため、経済的な貧困にあえぐ世帯が多い。そこから派生

する、いろいろな経験の不足による自己肯定感の蓄積不足、社会的な孤立等で子どもの人権は危

機に晒され、次の世代への貧困の連鎖も生んでいる。子どもは親を選べず不平等でもある。 

・２年前に策定された｢沖縄県子どもの貧困対策計画｣の検証会議が開催されたが、それによると

改善された指標も多いが、不登校等、まだまだ課題がある指標も多い。 

・子どもの貧困対策基金は、県、内閣府からの費用に加え｢沖縄子どもの未来県民会議｣の費用

（主に寄付金）で構成される。今後も就労面での民間企業の協力などがますます必要。 

・子どものシェルターは厳しい状況におかれた年齢が高めの子ども（女性）を対象として一時的

な居場所を提供している。開設２年で成果もあがっているが、運用上の課題も残っている。また

同様の施設はまだまだ必要。 

最後に講師は、子どもの人権を守るために｢困った子｣ではなく｢困っている子｣との認識をもっ

て子どもに寄り添い、子どものＳＯＳを拾って欲しいと結んだ。 

参 

加 

者 

の 

声 

（自由記載欄より抜粋） 

・人権について、子どもの権利、意見表明確保の重要性など理解しているつもりでしたが、校則

にからめた事例を考えた時に、子どもの学習権確保より校則遵守を優先していた事に気がつき

驚きました。子供の人権について身近な事例から見つめ直す必要があると感じました。 

・具体的なデータ、情報に基づいた講演、ありがとうございました。大変勉強になりました。子

どもシェルターについて知ることができてよかったです。 

・子どもを守るためにも、人権という視点からお話を聞けてよかったです。 

写真 

 

   

横江 崇 氏 講座風景 
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